契　約　条　件

１．協力会社（以下請負者とする）は、小倉工務店（以下発注者とする）の認める図面や仕様書等に基づき工事を施工し、現場管理者の指示により工事工程を合わせ施工する。

２．設計変更・工事の増減などで代金の変更がある場合は、発注者の査定を基にして金額を決定する

３．請負者は、工事着工前に「安全衛生関係提出・管理書類」その他発注者が必要として指示する事項については、書面にて提出する。

４．請負者の契約期限内であっても、作業の緩慢・瑕疵・その他、発注者の責任に及ばない事由によって、請負者がその目的達成が不可能と発注者より判断された場合は、本契約を解除されても異議を申し立てない。また、発注者に生じた損害は請負者にて負担するものとする。

５．施主の都合により発注者からの工事の中止又は停止の指示があった場合は、その時点の施工分相当の代金を精算し、契約が終了する事に異議を申し立てない。

６．工事中、労災が発生した時には、労働災害補償保険法により発注者の労災を使用させるが、手続きは労災適用者を雇用している会社（個人）にて行い、それ以外の支出金は一切請負者の負担とする。

７．労災対象にならない、経営者及び一人親方等は、特別加入労災保険の加入の写しを発注者に提出した後作業を行う。万一、提出義務を見過ごし作業を起こした場合は、一切の責任は本人とし、発注者には補償を求めない。

８．請負者は、完成工事の瑕疵について、その瑕疵が請負者の責任にある時は、発注者より補修の請求を受け又は、補修と共に損害の賠償の責任を負うものとする。
但し、補修又は賠償を請求する期間は、発注者と施主との瑕疵担保期間と同期と
する。

９．工事施工中は、建設業法・労働基準法・労災保険法など関係諸法規を遵守することを誓約する。

１０．請負者は、作業環境の保全に努め作業終了後には必ず片付け清掃を行うこと。

１１．請負者施工による発生材は、必ず持ち帰り処分すること。

１２．中間払いの請求は、10万単位とする。
